
二
〇
四
国
会
参
質
第
一
八
号

二
月
一
七
日
提
出

、三
月
二
日
に
菅
首
相
答
弁
書

高
レ
ベ
ル
廃
液
、
蒸
発

乾
固
で
収
束
す
る
と
は
認

識
し
な
い
。
し
か
し
、
国

は

乾

固

後

を

審

査

せ

ず
。
？
？

【
質
問
一
の
１
・
２
】
新
規

制
基
準
適
合
審
査
書
に
、
重

大
事
故
と
し
て
「
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
」
に

つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員

会
資
料
に
よ
れ
ば
「
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
の
、
廃
液
の
沸

騰
に
よ
り
水
分
が
無
く
な

り
最
終
的
に
溶
質
が
乾
燥
・

固
化
に
至
る
ま
で
の
現
象
」

と
し
て
い
る
が
、
乾
固
後
、

含
有
核
種
の
自
己
崩
壊
熱

に
よ
り
溶
融
し
、
揮
発
し
、

さ
ら
に
は
硝
酸
塩
爆
発
に

至
り
、
環
境
へ
の
放
射
性
物

質
拡
散
と
い
う
重
大
事
態

が
想
定
さ
れ
、
審
査
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。
政
府

の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

<

答
弁>

乾
固
し
て
事
故

が
収
束
す
る
と
は
認
識
し

て
い
な
い
が
、
蒸
発
乾
固
に

つ
い
て
は
原
子
炉
等
規
制

法
・

再
処
理
指
定
基
準
規

則
の
解
釈
に
基
づ
き
日
本

原
燃
の
提
出
し
た
変
更
許

可
申
請
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
沸
騰
を
未
然
に
防
止

し
、
沸
騰
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
も
、
廃
液
温
度
を
低
下
さ

せ
る
有
効
な
機
能
が
働
く
、

と
規
制
委
員
会
と
し
て
判

断
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
蒸

発
乾
固
後
の
揮
発
や
爆
発
」

の
対
策
に
つ
い
て
は
対
象

と
し
な
い
。

【
コ
メ
ン
ト
】

「
蒸
発
乾
固
で
収
束
す
る

と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
回

答
。
で
は
な
ぜ
そ
の
後
を
審

査
せ
ず
に
済
ま
せ
た
の
か
？

廃
液
貯
槽
の
乾
固
溶
融
時

の
臨
界
の
可
能
性
を
審
査

せ
ず
と
し
た
経
緯
は
？

【
質
問
一
の
３
】

廃
液
に

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
取
り
残
さ

れ
て
い
る
場
合
、
乾
固
後
の

溶
融
時
の
形
状
で
は
臨
界
を

越
え
事
故
が
起
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
審
査
は
な
さ

れ
た
の
か
？

<

答
弁>

蒸
発
乾
固
や
放
射
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今
次
二
〇
四
国
会
で
、
本
会
は
、
福
島
み
ず
ほ
参

議
院
議
員
と
の
協
働
に
よ
り
、
「
再
処
理
工
場
の
重

大
事
故
回
避
の
た
め
の
質
問
」
を
二
回
に
わ
た
り
提

出
し
政
府
答
弁
書
を
得
ま
し
た
。

こ
の
二
回
の
答

弁
書
と
昨
秋
行
っ
た
日
本
原
燃
へ
の
質
問
と
回
答

な
ど
か
ら
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
、
ウ
ラ
ン
回
収
技
術
の
破
綻
、
そ
し
て
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
の
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
も
破
綻
し
て
い

る
こ
と
が
見
え
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
事
実
と
し

て
、
工
場
全
体
の
技
術
が
未
完
成
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
今
年
国
会
で
の
二

回
に
わ
た
る
質
問
主
意
書
提
出
と
、
政
府
答
弁
書
の

要
点
を
コ
メ
ン
ト
を
加
え
、
報
告
し
ま
す
。

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
再
処
理
・

岩
手
の
環
境
」
に
も
、
会
と
し
て
の

分
析
や
コ
メ
ン
ト
を
載
せ
ま
し
た
。

「
会
報
題
字
」
左
にU

RL
第
二
〇
四
回
国
会
質
問
主
意

書
・
答
弁
書
一
覧
：
参
議
院

(
sa
ng
ii
n.
go
.j
p)

質
問
主
意
書
と
答
弁
書
全
文
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
参
議
院
」
の

「
質
問
主
意
書
一
覧
」
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

https://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/syuisyo/204/syuisyo.htm
https://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/syuisyo/204/syuisyo.htm
https://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/syuisyo/204/syuisyo.htm


線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る

水
素
の
爆
発
を
仮
定
と
し

て
も
臨
界
が
連
鎖
し
て
発

生
し
な
い
こ
と
を
二
〇
一

九
年
九
月
の
新
基
準
審
査

会
合
等
で
確
認
し
て
い
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

質
問
で
該
当
審
査
会
を

確
認
し
た
が
不
明

原
子
炉
等
規
制
法
や
再
処

理
規
則
は
ど
の
よ
う
な
経

過
で
改
定
さ
れ
た
の
か
？

【
質
問
二
】
従
来
の
原
子
炉

等
規
制
法
第
四
六
条
（
使
用

前
検
査
）
に
は
「
及
び
性
能

に
つ
い
て
経
産
大
臣
の
検
査

を
受
け
、
こ
れ
に
合
格
し
な

け
れ
ば
再
処
理
施
設
は
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
た
再
処
理
規
則

第
六
条
に
は
（
性
能
の
技
術

基
準
）
と
し
て
七
項
目
が
明

記
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

二
〇
一
二
年
に
原
子
炉
等
規

制
法
が
改
正
さ
れ
規
則
の

（
性
能
の
技
術
基
準
七
項

目
）
が
削
除
さ
れ
、
二
〇
一

七
年
に
同
法
第
四
六
条
（
使

用
前
検
査
）
も
「
使
用
前
事

業
者
検
査
」
に
変
更
さ
れ
た
。

七
項
目
の
技
術
基
準
は
ど
う

担
保
さ
れ
る
の
か
？

<

答
弁>

性
能
の
技
術
基

準
に
つ
い
て
安
全
上
必
要
な

事
項
は
「
再
処
理
施
設
の
技

術
水
準
に
関
す
る
規
則(

二

〇
二
〇
年
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
九
号
）
」
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。
又
二
〇
二
〇
年

の
原
子
炉
等
規
制
法
改
正
に

よ
る
「
使
用
前
事
業
者
検
査
」

へ
の
改
正
は
「
安
全
確
保
の

第
一
義
的
責
任
は
事
業
者
に

あ
る
」
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
後
規
制
委
員
会
の
確
認

を
受
け
な
け
れ
ば
、
事
業
者

は
再
処
理
施
設
を
使
用
し
て

は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

回
答
の
規
則
に
は
七
項
目

は
担
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
、
ウ
ラ
ン
の
回

収
率
は
規
則
に
担
保
該
当
な

し
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ

れ
で
完
全
に
削
除
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

重
大
事
故
の
第
一
義
的
責

任
は
事
業
者
に
あ
り
と
の
答

弁
。
超
危
険
な
国
策
施
設
を

許
可
し
た
国
の
責
任
が
第
一

で
は
な
い
の
か
。

【
質
問
三
の
１
】
再
処
理
工

場
の
重
大
事
故
に
、
監
督
官

庁
の
原
子
力
規
制
委
員
会
は

ど
の
よ
う
な
責
任
を
取
る
の

か
。

<

答
弁>

第
一
義
的
責
任

は
事
業
者
に
あ
る
が
政
府
と

し
て
原
子
力
災
害
特
別
処
置

法
等
に
基
づ
き
必
要
な
処
置

を
講
ず
る
。

【
質
問
三
の
２
】
重
大
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
決
意
を
聞
き

た
い
。

<

答
弁>

最
新
の
科
学
的

知
見
や
国
際
原
子
力
機
関
等

の
規
制
基
準
を
参
考
に
し
つ

つ
、
再
処
理
施
設
に
必
要
な

基
準
を
設
定
し
適
合
審
査
を

進
め
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

国
が
率
先
し
て
進
め
て
き

た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
製
造
施
設

が
再
処
理
工
場
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
殊
な
超
危
険
施

設
を
許
可
し
た
第
一
義
的
責

任
は
国
に
あ
る
。

二
〇
四
国
会
参
質
第
八
四
号

六
月
七
日
提
出

、六
月
一
八
日
菅
首
相
答
弁
書

廃
液
が
含
有
す
る
核
種
と
そ

の
量
の
公
表
は
事
業
者
が
判

断
す
べ
き
こ
と
？

【
質
問
一
の
１
】
二
〇
一
三

年
の
川
田
龍
平
議
員
の
質
問

主
意
書
な
ど
で
東
海
工
場
廃

液
の
二
五
核
種
と
六
ケ
所
工

場
の
七
核
種
の
み
が
公
開
さ

れ
た
。
全
て
公
開
さ
れ
る
べ

き
だ
。

<

答
弁>

公
表
の
要
否
に

つ
い
て
は
再
処
理
事
業
者
が

個
別
に
判
断
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

重
大
事
故
が
あ
れ
ば
国
民

へ
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
。

国
が
責
任
を
持
ち
国
民
の
為

に
情
報
公
開
す
べ
き
だ
。

ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
回
収
率
は
商
業
秘
密
だ
？

技
術
基
準
か
ら
回
収
率
が
削

除
さ
れ
た
理
由
を
答
え
ず
！

【
質
問
二

】

回
収
報
告

は
全
使
用
済
み
核
燃
料
再
処

理
量
の
ご
く
一
部
の
、
巧
く

行
っ
た
場
合
の
デ
ー
タ
で
は

な
い
か
？
処
理
し
た
全
使
用

済
み
燃
料
の
回
収
率
を
計
算

根
拠
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。

<

答
弁>

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
回
収
率
に
つ
い
て

は
企
業
の
商
業
秘
密
に
関
す

る
こ
と
で
お
答
え
で
き
な
い
。

【
質
問
三
】
二
〇
一
二
年
改

正
の
「
技
術
基
準
に
関
す
る

規
則
」
か
ら
「
回
収
率
」
が

外
さ
れ
た
の
は
何
故
か
？

【
コ
メ
ン
ト
】

回
収
率
が
外
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
答
え
て
い
な
い
。

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
検
査
は
国

で
は
な
く
、
日
本
原
燃
の
使

用
前
事
業
者
検
査
で
行
う

【
質
問
四
の
１
・
２
】

ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
終
了
前
に
ガ

ラ
ス
溶
融
炉
の
使
用
前
検
査

を
行
う
計
画
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
が
な
ぜ
使
用
前
検
査

を
行
わ
ず
「
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
た
の
か
。
Ａ
系
ガ
ラ

ス
固
化
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
終

了
後
約
八
年
経
過
し
た
が

「
実
廃
液
を
使
用
し
た
使
用

前
検
査
」
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
見
解
を
問
う

<

答
弁>

お
尋
ね
の
「
終
了

報
告
書
」
は
「
ガ
ラ
ス
固
化

試
験
結
果
等
に
関
わ
る
報

告
」
と
考
え
ら
れ
る
。
「
実

廃
液
を
使
用
し
た
動
作
確

認
」
を
含
む
試
験
と
し
て
、

日
本
原
燃
の
「
使
用
前
事
業

者
検
査
」
の
実
施
方
針
等
に

つ
い
て
委
員
会
と
し
て
適
切

に
確
認
す
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

最
も
重
要
な
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
ガ
ラ
ス
固
化
試
験
を
、

事
業
者
の
日
本
原
燃
に
さ
せ
、

国
は
確
認
す
る
と
い
う
無
責

任
な
審
査
を
行
お
う
と
し
て

い
る
。
高
放
射
線
下
の
ガ
ラ

ス
固
化
試
験
を
国
が
立
ち
会

わ
ず
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ガ
ラ
ス
固
化
の
成
否
は
答
え

ず
、
英
仏
方
式
変
更
は
事
業

者
の
判
断
！
そ
れ
で
よ
い
の
か

【
質
問
六
・
七

】
ガ
ラ
ス

固
化
体
の
製
造
本
数
と
廃
液

閉
込
率
が
計
画
を
達
成
し
て
い
な

い
。
失
敗
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

ガ
ラ
ス
固
化
体
製
造
の
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
は
白
金
族
元
素
だ
け
で
な

く
比
重
の
重
い
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
な
ど
超
ウ
ラ
ン
元
素
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
？

<

答
弁>

「
ガ
ラ
ス
固
化
は
失

敗
」
「
ガ
ラ
ス
固
化
の
成
否
」

に
つ
い
て
、
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

【
質
問
八
】
東
海
再
処
理
工

場
以
来
研
究
が
続
け
ら
れ
て

き
た
日
本
の
Ｌ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
方
式

(

通
電
ジ
ュ
ー
ル
発
熱
）
の
ガ

ラ
ス
固
化
技
術
は
ト
ラ
ブ
ル

続
き
で
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
は
溜
ま
っ
た
ま
ま
で
危

険
が
増
し
て
ゆ
く
。
英
仏
の

Ａ
Ｖ
Ｍ
方
式
（
高
周
波
加
熱
）

に
早
急
に
切
り
替
え
て
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
一
旦
ガ
ラ
ス
固

化
し
安
全
を
測
る
べ
き
で
は

な
い
か
？

<

答
弁>

先
ず
は
事
業
者

が
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】

ガ
ラ
ス
固
化
日
本
方
式
は

白
金
族
問
題
が
解
決
で
き
ず

現
在
ま
で
来
て
い
る
。
何
時

ま
で
も
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

潜
在
す
る
リ
ス
ク
を
国
民
に

負
わ
せ
る
の
か
。
も
う
限
度

で
あ
ろ
う
。
英
仏
方
式
に
切

り
替
え
廃
液
を
固
化
安
定
化

し
、
再
処
理
か
ら
撤
退
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。


